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博士学位論文（2024 年度）要約 

人と組織の指標を用いたオフィスの評価・最適化に関する研究 
 

東京工業大学環境・社会理工学院 
建築学系建築学コース 

林 祐光 
 

 オフィス空間が経営効率や作業効率を重視するものから，ワーカーの心理や組織の連携
を重視するものに変遷してきていること，また根拠に基づくオフィスの設計への関心の高
まりや地球環境の持続可能性への配慮等の観点からオフィスの定量的な評価とその向上が
求められていることより，本論文ではオフィス空間と人および組織の関係を明らかにし，
オフィスレイアウトの評価および最適化理論を構築することを目的とした． 
 
第１章「序論」では，研究の背景と目的を述べ，環境心理学やスペースシンタックス，

社会ネットワーク分析等の関連する先行研究に基づいて，研究課題および以下のリサー
チ・クエスチョンを設定し，次章以降でそれぞれ検証することとした． 
（１）ワーカーの座席環境に関わる評価が，職場・組織に関わる評価および自席における
職務の推進に関わる評価，職務満足度へどのような影響を及ぼしているか． 
（２）ワーカーの座席環境に関わる評価と，実際に利用している座席の物理的環境（デス
クやパーティション等のレイアウト）はどのような関係か． 
（３）職務満足度等の各指標の向上を目的とした物理的環境（デスクやパーティション等
のレイアウト）の評価および最適化手法はどのように構築できるか． 
 
第２章「座席環境評価の組織・職務評価への影響」では，建設会社の技術職・研究職・

営業／事務職を対象に質問紙調査を実施し，座席環境に関わる評価がその他の評価にどの
ような影響を及ぼしているのかを検証した．430 名の回答データを因子分析および構造方
程式モデリング（SEM）で分析したところ，図 1に示すようにワーカーが座席に対して認
識しているプライバシー性と近接性が集団凝集性・家族文化，自席における生産性，自席
に対する満足度，職務満足度に直接的・間接的な影響を及ぼし，それらに対してプライバ
シー性は近接性よりも大きな影響を及ぼすことが分かった．ただし，自席における生産性
と自席に対する満足度に対しては，プライバシー性が近接性よりも著しく大きな効果があ
る一方で，集団凝集性・家族文化および職務満足度に対しては近接性もプライバシー性と
同等に近い効果が見られ，その影響の強さは何を目的とするかによって大きく異なること
が判明した．また，職種別の分析結果においても同様の傾向が見られた． 
 



 
第３章「レイアウトの物理的特性と座席環境評価の関係」では，レイアウトの物理的特

性として座席周囲の可視領域に基づく空間の計量手法である Isovist を採用し（図 2，図
3），質問紙調査により測定されたプライバシー性と近接性といったワーカーの座席環境に
関わる評価との相関性を検証した．その結果，Isovist の面積（Isovist 量）とプライバシー
性に負の相関，Isovist 量と近接性に正の相関が認められた．また，Isovist 量を計算する高
さや走査線長さ，方向・角度の違いによる相関の変化を調べたところ，座席の 360°範囲
ではプライバシー性は机上面高さ（720mm）及び走査線長さが 3,000mmで Isovist 量と最
も高い相関を，近接性は着座目線高さ（1,150mm）及び走査線長さが 5,000mmで Isovist
量と最も高い相関を示した（図 4）．また，近接性はプライバシー性と比較して，より長い
距離かつ広い範囲の Isovist 量と相関が高い傾向が見られた． 
 

 
 

図 1 SEM 結果 (N=410) 
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図 2  Benedict による Isovist の定義 
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図 3 Isovist の図示例（a）中心からの距離別（b）高さ別（c）角度範囲別 
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図 4 Isovist 面積との相関（360°範囲） 
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第４章「レイアウト最適化の定式化とテストケースにおける試行」では，第２章と第３
章で明らかとなった Isovist と座席のプライバシー性および近接性の関係性を利用して什器
のレイアウトに関する多目的最適化モデルを構築した．Isovist 量とプライバシー性は負の
相関，Isovist 量と近接性は正の相関があることから，これらのトレードオフの関係をいか
に調整するかが課題となる．テストケースとして設定したモデルオフィスにおいて計算を
試行したところ，パレートフロントが線形関係に近似される複数のレイアウトを得られる
ことが分かった．また，プライバシー性を重視するレイアウトから近接性を重視するレイ
アウトに移るにしたがって，パーティションは高くなる傾向に，デスクの向きは中央から
外側に向く配置から一方向に揃う配置になる傾向が見られた．さらに，「職務満足度」や
「集団凝集性・家族文化」「自席における生産性」「自席に対する満足度」といった，対象
となる組織が重視する目的別にレイアウト候補を抽出する方法を提案した．全ての目的に
おいて，プライバシー性を重視するレイアウト解が包含される一方で，近接性を重視する
レイアウトについては目的によってその重要性が異なることが分かった．これにより，組
織が重視する目的別にオフィスレイアウトの設計を支援することができる． 

 
第５章「総括」では，前章までのまとめを行い，本研究の貢献と限界を述べた．また今

後の発展的な研究として，リモートワークやハイブリッドワーク，固定席を持たないオフ
ィスにおいて，ワーカー間のプライバシー性や近接性を確保するための代替方法に関する
検討を挙げた． 


